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業務 名 ：俵山地区地質調査業務（その３）

履行場所：山口県長門市

発 注 者 ：国土交通省 中国地方整備局 山口河川国道事務所

業務内容： 本業務は、俵山・豊田道路計画区間における構造物

の設計・施工に必要な地盤情報を得ることを目的とし

て地質調査を実施したものである。

業 務 概 要



業務内容の紹介

作業箇所位置図

山口河川国道事務所ホームページ「山陰道 俵山・豊田道路」 及び 「俵山地区地質調査業務（その３） 特記仕様書」より

当業務の調査範囲



業務内容の紹介

調査位置平面図

調査対象…擁壁、補強土壁、函渠、盛土

調査区間…１km弱



業務内容の紹介

現地踏査結果

中生代白亜紀の

関門層群が分布



業務を遂行する上で留意したこと

追加提案１ 函渠部での追加調査ボーリング



業務を遂行する上で留意したこと

追加提案２ 室内土質試験の実施提案及び液状化判定



業務を遂行する上で留意したこと

設計・施工上の留意点…資料をわかりやすく

初期段階



業務を遂行する上で留意したこと

設計・施工上の留意点…資料をわかりやすく

最終段階



業務を遂行する上で留意したこと

設計・施工上の留意点…資料をわかりやすく

最終段階



関連のある業務等の受注者との調整

以下の調整を行うとともに、発注者からの

問合せ等に対し、迅速な対応を心掛けた。

1. 孔名の設定

2. 追加候補箇所の確認

3. 地すべり関係のボーリング（掘進長の変更）

4. 耐震検討箇所の確認

5. 地盤定数の設定方法



品質管理

多段階チェック及び多重チェック

1. 業務遂行に伴うミス防止のためのチェックシート

2. 業務検討会

3. 工程内照査

4. 最終照査

5. 社内検査

6. 国土地盤情報データベースへの登録



安全管理

複数の視点からの安全確保

1. 安全会議（現場作業班への指示）

2. 社内安全研修会

3. 安全パトロール点検

4. 始業前点検・ＫＹＫ

5. 熱中症対策



安全管理

安全会議、社内安全研修会、安全パトロール点検

安全会議

↓

安全対策の周知・徹底

社内安全研修会

↓

安全確保に対する

意識向上
安全パトロール点検表



安全管理

ＫＹＫ、始業前点検、熱中症対策

始業前点検

↓

使用機器（ボーリングマシ
ン、標準貫入試験器、モノ
レール等）の異常の有無
の確認

ＫＹＫ

↓

・当日の作業内容の確認

・作業に潜む危険の抽出

・事故防止に向けての注意点

熱中症対策

↓

・定期的な休憩

・水分・塩分の摂取

・熱中症対策キットの常備



工程管理

計画性を持って作業

1. 調査実施計画段階で作業班と協議

⇒効率的な工程

2. 業務週報、業務履行報告書、業務スケジュール

管理表等の活用

3. 工程ズレの速やかな報告⇒情報共有



工程管理

業務スケジュール管理表



工程管理

ボーリング工程表 （事業推進支援業務担当者とも密な連絡）



地元関係者及び関係官公庁等との手続き等

資料の充実等

1. 作業における注意事項の周知・厳守

2. 地元関係者への挨拶、作業内容の説明

（田での作業後などは復旧状況の確認）

⇒良好な関係の構築

3. 林道、農道、準用河川の占用許可申請

～許可

着手前 調査完了後



おわりに

本業務は、特に高度な技術を要する作業がない地質調査業務
でしたが、上述したこと、特に下記の点を高く評価していただけた
ものと考えています。

【業務遂行上、心掛けた点】

①地元関係者との良好な関係の構築
②発注者からの問合せへの迅速な対応
③わかりやすい資料作成
④若手技術者の起用⇒若手育成



ご清聴ありがとうございました。


